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　歯周病は歯肉の炎症と歯周組織の破壊を伴う疾
患であり，重度の症例では歯槽骨の破壊を引き起
こす．ケミカルメディエーターであるプロスタグ
ランジン E2︵PGE2）および炎症性サイトカイン
であるインターロイキン（IL︶–6 や IL–8 は 炎 症
反応や組織破壊において重要な役割を果たしてい
る．
　本研究で我々は，漢方薬の一つである葛根湯を
使用して，歯周病関連細菌である Porphyromon-
asgingivalis 由来のリポ多糖（LPS）でヒト歯肉
線維芽細胞を刺激した際に産生される PGE2およ
び IL–6，IL–8量に与える影響を検討した．
　葛根湯は LPS によって産生される PGE2量を
濃度依存的に低下させたが，LPS 刺激なしの際
の PGE2産生量に影響を及ぼさなかった．一方，
葛根湯は IL–6と IL–8の産生量を増加させた．
1 mg/ml 濃度の葛根湯はシクロオキシゲナーゼ
（COX︶–1 の 活 性 を 約₇0% に 低 下 させたが，
COX–2の活性に影響を与えなかった．葛根湯は
細胞質ホスホリパーゼ A2︵cPLA2）およびアネキ
シン 1 ，LPS で誘導された COX–2の発現量に影
響を及ぼさなかった．葛根湯は LPS によって誘
導 さ れ た extracellularsignal–regulatedkinase
（ERK）のリン酸化を抑制した．
　リン 酸 化 型（すなわち 活 性 化 型）ERK が
cPLA2をリン酸化することで cPLA2を活性化させ
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ることが報告されている．以上の結果から，葛根
湯は ERK のリン酸化を抑制することで cPLA2の
リン酸化およびその活性化を抑制し，その結果
PGE2の産生量を低下させると考えられた．した
がって，葛根湯は歯周病の炎症症状の改善に有効
である可能性が考えられる．
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